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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のためのシステムおよび方法が開示さ
れる。一態様では、あるアクセスポイントが、そのアク
セスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数
のワイヤレス局からのパケットの受信を無視するという
指示を含んだフレーム制御フィールドを含むメッセージ
を生成するように構成されたプロセッサを含む。アクセ
スポイントはまた、アクセスポイントに関連付けられた
１つまたは複数のワイヤレス局にメッセージを送信する
ように構成された送信機を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスポイントであって、
　メッセージを生成するように構成されたプロセッサと、前記メッセージは、前記アクセ
スポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数のワイヤレス局からのパケットの受
信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含む、
　前記プロセッサに接続され、前記アクセスポイントに関連付けられた１つまたは複数の
ワイヤレス局に前記メッセージを送信するように構成された送信機と
　を備えるアクセスポイント。
【請求項２】
　前記指示は１ビットのデータフィールドを備える、請求項１に記載のアクセスポイント
。
【請求項３】
　前記指示は、予約済みデータフィールド、予約済み値を持つデータフィールド、および
アクセスポイント（ＡＰ）電力管理（ＰＭ）データフィールドのうちの少なくとも１つを
備える、請求項２に記載のアクセスポイント。
【請求項４】
　前記指示は、アクセスポイント電力管理要素の存在をさらに指示する、請求項１に記載
のアクセスポイント。
【請求項５】
　前記メッセージは管理フレームを備える、請求項１に記載のアクセスポイント。
【請求項６】
　前記管理フレームは、ビーコンフレーム、ショートビーコンフレーム、アクションフレ
ーム、およびリソース割振りフレームのうちの１つを備える、請求項５に記載のアクセス
ポイント。
【請求項７】
　前記メッセージはＳ１Ｇビーコンフレームを備える、請求項１に記載のアクセスポイン
ト。
【請求項８】
　前記メッセージは、前記アクセスポイントが前記１つまたは複数のワイヤレス局からの
パケットの受信を無視する時間量の指示をさらに含む、請求項１に記載のアクセスポイン
ト。
【請求項９】
　前記メッセージは、前記ワイヤレスデバイスが、前記アクセスポイントに関連付けられ
た前記１つまたは複数のワイヤレス局のサブセットである１つまたは複数のワイヤレス局
からのパケットの受信を無視するという指示をさらに含む、請求項１に記載のアクセスポ
イント。
【請求項１０】
　前記メッセージは、前記アクセスポイントがビーコン間隔またはショートビーコン間隔
の特定の部分にわたってアウェイクするという指示をさらに含む、請求項１に記載のアク
セスポイント。
【請求項１１】
　前記ビーコン間隔または前記ショートビーコン間隔の前記特定の部分は、前記メッセー
ジの送信の直後に続く、請求項１０に記載のアクセスポイント。
【請求項１２】
　前記ビーコン間隔または前記ショートビーコン間隔の前記特定の部分は、あらかじめ定
められるまたは確定関数に基づく、請求項１０に記載のアクセスポイント。
【請求項１３】
　前記送信機は、前記アクセスポイントが前記１つまたは複数のワイヤレス局からのパケ
ットの受信を無視する最大持続時間を指示する第２のメッセージを送信するようにさらに
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構成される、請求項１に記載のアクセスポイント。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　前記アクセスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数のワイヤレス局からの
パケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含むメッセージ
をアクセスポイントによって生成することと、
　前記アクセスポイントに関連付けられた１つまたは複数のワイヤレス局に前記メッセー
ジを送信することと
　を備える方法。
【請求項１５】
　前記指示は１ビットのデータフィールドを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記指示は、予約済みデータフィールド、予約済み値を持つデータフィールド、および
アクセスポイント電力管理データフィールドのうちの少なくとも１つを備える、請求項１
５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記指示は、アクセスポイント電力管理要素の存在をさらに指示する、請求項１４に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記メッセージは管理フレームを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記管理フレームは、ビーコンフレーム、ショートビーコンフレーム、アクションフレ
ーム、およびリソース割振りフレームのうちの１つを備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記メッセージはＳ１Ｇビーコンフレームを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２１】
　前記メッセージは、前記アクセスポイントが前記１つまたは複数のワイヤレス局からの
パケットの受信を無視する時間量の指示をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２２】
　前記メッセージは、前記アクセスポイントが、前記アクセスポイントに関連付けられた
前記１つまたは複数のワイヤレス局のサブセットである１つまたは複数のワイヤレス局か
らのパケットの受信を無視することをシグナリングする、請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　前記メッセージは、前記アクセスポイントがビーコン間隔またはショートビーコン間隔
の特定の部分にわたってアウェイクするという指示をさらに含む、請求項１４に記載の方
法。
【請求項２４】
　前記ビーコン間隔または前記ショートビーコン間隔の前記特定の部分は、前記メッセー
ジの送信の直後に続く、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ビーコン間隔または前記ショートビーコン間隔の前記特定の部分は、あらかじめ定
められるまたは確定関数に基づく、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記アクセスポイントが前記１つまたは複数のワイヤレス局からのパケットの受信を無
視し得る最大持続時間を指示する第２のメッセージを送信することをさらに備える、請求
項１４に記載の方法。
【請求項２７】
　ワイヤレスネットワーク上のアクセスポイントであって、
　前記アクセスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数のワイヤレス局からの
パケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含むメッセージ
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を前記アクセスポイントによって生成するための手段と、
　前記アクセスポイントに関連付けられた１つまたは複数のワイヤレス局に前記メッセー
ジを送信するための手段と
　を備えるアクセスポイント。
【請求項２８】
　ワイヤレス通信のための方法を実施するように構成されたコンピュータ実行可能命令を
備える非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、
　前記アクセスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数のワイヤレス局からの
パケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含むメッセージ
をアクセスポイントによって生成することと、
　前記アクセスポイントに関連付けられた前記１つまたは複数のワイヤレス局に前記メッ
セージを送信することと
　を備える非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレスデバイスにおいてアクセスポイントからメッセージを受信することと、前記
メッセージは、前記アクセスポイントがビーコン間隔の少なくとも一部分の間、前記ワイ
ヤレスデバイスからのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィー
ルドを含む、
　前記ビーコン間隔の少なくとも前記部分の間、前記アクセスポイントへの送信を延期す
ることと
　を備える方法。
【請求項３０】
　前記アクセスポイントが前記ワイヤレスデバイスからのパケットの受信を無視し得る最
大持続時間を含んだ第２のメッセージを前記ワイヤレスデバイスにおいて受信することと
、
　少なくとも前記最大持続時間と前記指示とに基づいて、前記アクセスポイントがパケッ
トの受信を無視する前記ビーコン間隔の前記部分を決定することとをさらに備える、請求
項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記アクセスポイントがパケットの受信を無視する前記ビーコン間隔の前記部分は、前
記ビーコン間隔の最後の部分である、請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ビーコン間隔の前記最後の部分より前の、前記ビーコン間隔の第１の部分の間に、
前記アクセスポイントにパケットを送信することをさらに備える、請求項３１に記載の方
法。
【請求項３３】
　前記指示は１ビットのデータフィールドを備える、請求項２９に記載の方法。
【請求項３４】
　前記メッセージは管理フレームを備える、請求項２９に記載の方法。
【請求項３５】
　前記管理フレームは、ビーコンフレーム、ショートビーコンフレーム、アクションフレ
ーム、およびリソース割振りフレームのうちの１つを備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記メッセージはＳ１Ｇビーコンフレームを備える、請求項２９に記載の方法。
【請求項３７】
　ワイヤレス通信のためのワイヤレスデバイスであって、
　アクセスポイントからメッセージを受信するように構成された受信機と、前記メッセー
ジは、前記アクセスポイントがビーコン間隔の少なくとも一部分の間、前記ワイヤレスデ
バイスからのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含
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む、
　前記ビーコン間隔の少なくとも前記部分の間、前記アクセスポイントへの送信を延期す
るように構成されたプロセッサと
　を備えるワイヤレスデバイス。
【請求項３８】
　前記受信機は、前記アクセスポイントが前記ワイヤレスデバイスからのパケットの受信
を無視する最大持続時間を含んだ第２のメッセージを受信するようにさらに構成され、前
記プロセッサは、少なくとも前記最大持続時間と前記指示とに基づいて、前記アクセスポ
イントがパケットの受信を無視する前記ビーコン間隔の前記部分を決定するようにさらに
構成される、請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項３９】
　前記アクセスポイントがパケットの受信を無視する前記ビーコン間隔の前記部分は、前
記ビーコン間隔の最後の部分である、請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４０】
　前記ビーコン間隔の前記最後の部分より前の、前記ビーコン間隔の第１の部分の間に、
前記アクセスポイントにパケットを送信するように構成された送信機をさらに備える、請
求項３９に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４１】
　前記指示は１ビットのデータフィールドを備える、請求項３７に記載のワイヤレスデバ
イス。
【請求項４２】
　前記メッセージは管理フレームを備える、請求項３７に記載のワイヤレスデバイス。
【請求項４３】
　前記管理フレームは、ビーコンフレーム、ショートビーコンフレーム、アクションフレ
ーム、およびリソース割振りフレームのうちの１つを備える、請求項４２に記載のワイヤ
レスデバイス。
【請求項４４】
　前記メッセージはＳ１Ｇビーコンフレームを備える、請求項３７に記載のワイヤレスデ
バイス。
【請求項４５】
　ワイヤレス通信のためのワイヤレスデバイスであって、
　ワイヤレスデバイスにおいてアクセスポイントからメッセージを受信するための手段と
、前記メッセージは、前記アクセスポイントがビーコン間隔の少なくとも一部分の間、前
記ワイヤレスデバイスからのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御
フィールドを含む、
　前記ビーコン間隔の少なくとも一部分の間、前記アクセスポイントへの送信を延期する
ための手段と
　を備えるワイヤレスデバイス。
【請求項４６】
　ワイヤレス通信のための方法を実施するように構成されたコンピュータ実行可能命令を
備える非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、
　ワイヤレスデバイスにおいてアクセスポイントからメッセージを受信することと、前記
メッセージは、前記アクセスポイントがビーコン間隔の少なくとも一部分の間、前記ワイ
ヤレスデバイスからのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィー
ルドを含む、
　前記ビーコン間隔の少なくとも一部分の間、前記アクセスポイントへの送信を延期する
ことと
　を備える非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(6) JP 2016-535496 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

【０００１】
　[0001]本出願は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレスネットワー
クにおけるアクセスポイント電力管理シグナリングのためのシステム、方法、およびデバ
イスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムにおいて、通信ネットワークは、いくつかの対話してい
る空間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワ
ークは、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアと
することができる地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞ
れ、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ
）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（Ｐ
ＡＮ）として指定され得る。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイス
とを相互接続するために使用されるスイッチング／ルーティング技法（たとえば、回線交
換対パケット交換）、送信に使用される物理媒体のタイプ（たとえば、有線対ワイヤレス
）、および使用される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルス
イート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）など）に応
じて異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的接続性の必要があるとき、またはネットワークアーキテクチャが固定トポロジーではな
くアドホックトポロジーで形成されている場合にしばしば好適である。ワイヤレスネット
ワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域内の電磁波を使用する非誘導
伝搬モードにおいて、無形物理媒体を使用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、
固定されたワイヤードネットワークと比較すると、ユーザのモビリティと迅速なフィール
ド展開とを容易にする。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワーク内のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信し得る。
情報は、いくつかの態様ではデータユニットと呼ばれる場合があるパケットを備えること
ができる。パケットは、ネットワークを介してパケットをルーティングすること、パケッ
ト内のデータを識別すること、パケットを処理することなどを行う際に助けとなるオーバ
ーヘッド情報（たとえば、ヘッダ情報、パケットプロパティなど）、ならびに、データ、
たとえば、パケットのペイロード内で搬送され得るようなユーザデータ、マルチメディア
コンテンツなどを含む場合がある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法、およびデバイスの様々な実装形態は
、各々がいくつかの態様を有し、それらのうちのいずれの単一の態様も、単独では本明細
書で説明される望ましい属性を担わない。添付の特許請求の範囲を限定することなく、い
くつかの顕著な特徴が本明細書で説明される。この説明を考察すると、特に「発明を実施
するための形態」と題するセクションを読むと、様々な実装形態の特徴により、アクセス
ポイント用のスリープ時間がどのように可能になるかを理解されよう。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、アクセスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数
のワイヤレス局からのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィー
ルドを含むメッセージを生成するように構成されたプロセッサと、プロセッサに接続され
、アクセスポイントに関連付けられた１つまたは複数のワイヤレス局にメッセージを送信
するように構成された送信機とを含む、ワイヤレスネットワーク上のアクセスポイントを
提供する。この指示は１ビットのデータフィールドを含み得る。この指示は、予約済みデ
ータフィールド（reserved data field）または予約済み値（reserved value）を持つデ
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ータフィールドまたはアクセスポイント（ＡＰ）電力管理（ＰＭ）データフィールドを含
み得る。予約済み値を持つデータフィールドは、電力管理データフィールドを含み得る。
この指示は、アクセスポイント電力管理要素の存在をさらに指示し得る。このメッセージ
は、管理フレームまたは拡張フレームを含み得る。この管理フレームまたは拡張フレーム
は、ビーコン、ショートビーコン、アクションフレーム、およびリソース割振りフレーム
（resource allocation frame）のうちの１つを含み得る。いくつかの態様では、このビ
ーコンはＳ１Ｇビーコンフレームを含み得る。このメッセージは、ワイヤレスデバイスが
１つまたは複数のワイヤレス局からのパケットの受信を無視する時間量の指示をさらに含
み得る。このメッセージは、アクセスポイントが、そのアクセスポイントと関連付けられ
た１つまたは複数のワイヤレス局のサブセットである１つまたは複数のワイヤレス局から
のパケットの受信を無視することをシグナリングし得る。このメッセージは、アクセスポ
イントがビーコン間隔の特定の部分にわたってアウェイクする（awake）という指示をさ
らに含み得る。このビーコン間隔またはショートビーコン間隔の特定の部分は、メッセー
ジの送信の直後に続き得る。このビーコン間隔またはショートビーコン間隔の特定の部分
は、あらかじめ定められるまたは確定関数（deterministic function）に基づき得る。送
信機は、アクセスポイントが１つまたは複数のワイヤレス局からのパケットの受信を無視
し得る最大持続時間を指示する第２のメッセージを送信するようにさらに構成され得る。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法であって、アクセスポイント上で、ア
クセスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数のワイヤレス局からのパケット
の受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含むメッセージを生成す
ることと、アクセスポイントに関連付けられた１つまたは複数のワイヤレス局にメッセー
ジを送信することとを含む方法を提供する。
【０００８】
　[0008]一態様では、本開示は、ワイヤレスネットワーク上のアクセスポイントであって
、アクセスポイント上で、アクセスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数の
ワイヤレス局からのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィール
ドを含むメッセージを生成するための手段と、アクセスポイントに関連付けられた１つま
たは複数のワイヤレス局にメッセージを送信するための手段とを含むアクセスポイントを
提供する。
【０００９】
　[0009]本開示の一態様は、ワイヤレス通信のための方法を実施するように構成されたコ
ンピュータ実行可能命令を備える非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、その方法
は、アクセスポイント上で、アクセスポイントがある時間期間にわたって１つまたは複数
のワイヤレス局からのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィー
ルドを含むメッセージを生成することと、アクセスポイントに関連付けられた１つまたは
複数のワイヤレス局にメッセージを送信することとを含む、非一時的コンピュータ可読記
憶媒体を提供する。
【００１０】
　[0010]一態様では、本開示は、ワイヤレス通信のための方法であって、ワイヤレスデバ
イスにおいて、アクセスポイントがビーコン間隔の少なくとも一部分の間、ワイヤレスデ
バイスからのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含
むアクセスポイントからメッセージを受信することと、ビーコン間隔の少なくとも一部分
の間、アクセスポイントへの送信を延期することとを含む方法を提供する。この方法はま
た、アクセスポイントがワイヤレスデバイスからのパケットの受信を無視し得る最大持続
時間を含んだ第２のメッセージをワイヤレスデバイスにおいて受信することと、少なくと
も最大持続時間と指示とに基づいて、アクセスポイントがパケットの受信を無視するビー
コン間隔の部分を決定することとを含み得る。アクセスポイントがパケットの受信を無視
するビーコン間隔の部分は、ビーコン間隔の最後の部分であり得る。この方法は、ビーコ
ン間隔の最後の部分より前の、ビーコン間隔の第１の部分の間に、アクセスポイントにパ
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ケットを送信することをさらに含み得る。この指示は１ビットのデータフィールドを含み
得る。このメッセージは、ビーコン、ショートビーコン、アクションフレーム、およびリ
ソース割振りフレームのうちの１つを含み得る管理フレームまたは拡張フレームを含み得
る。
【００１１】
　[0011]一態様では、本開示は、ワイヤレス通信のためのデバイスであって、アクセスポ
イントから、アクセスポイントがビーコン間隔の少なくとも一部分の間、デバイスからの
パケットの受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含むメッセージ
を受信するように構成された受信機と、ビーコン間隔の少なくとも一部分の間、アクセス
ポイントへの送信を延期するように構成されたプロセッサとを含むデバイスを提供する。
【００１２】
　[0012]本開示の一態様は、ワイヤレス通信のためのデバイスであって、ワイヤレスデバ
イスにおいてアクセスポイントから、アクセスポイントがビーコン間隔の少なくとも一部
分の間、ワイヤレスデバイスからのパケットの受信を無視するという指示を含んだフレー
ム制御フィールドを含むメッセージを受信するための手段と、ビーコン間隔の少なくとも
一部分の間、アクセスポイントへの送信を延期するための手段とを含むデバイスを提供す
る。
【００１３】
　[0013]一態様では、本開示は、ワイヤレス通信のための方法を実施するように構成され
たコンピュータ実行可能命令を備える非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、その
方法は、ワイヤレスデバイスにおいてアクセスポイントから、アクセスポイントがビーコ
ン間隔の少なくとも一部分の間、ワイヤレスデバイスからのパケットの受信を無視すると
いう指示を含んだフレーム制御フィールドを含むメッセージを受信することと、ビーコン
間隔の少なくとも一部分の間、アクセスポイントへの送信を延期することとを含む、非一
時的コンピュータ可読記憶媒体を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]本開示の態様が使用され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0015]図１のワイヤレス通信システム内で使用され得るワイヤレスデバイスの一
例を示す図。
【図３】[0016]ワイヤレス通信を送信するために図２のワイヤレスデバイス内に含まれ得
る構成要素の一例を示す図。
【図４Ａ】[0017]ワイヤレス通信を送信するために図２のワイヤレスデバイス内に含まれ
得る構成要素の一例を示す図。
【図４Ｂ】[0018]本開示のいくつかの態様による、アクセスポイントと局との間の例示的
な一連のメッセージおよび通信を示す図。
【図５】[0019]アクセスポイントがスリープ状態に入ることを示すために、アクセスポイ
ントに関連付けられたワイヤレス局に送信され得る例示的なアクセスポイント電力管理要
素の図。
【図６】[0020]管理フレームのフレーム制御フィールドの図。
【図７】[0021]アクセスポイントがスリープ状態に入るかどうかをシグナリングするよう
に修正され得るショートビーコン（サブ１ＧＨｚビーコン）の図。
【図８】[0022]アクセスポイントがスリープ状態に入るかどうかをシグナリングするよう
に修正され得るリソース割振りフレームを示す図。
【図９】[0023]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１０】[0024]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１１】[0025]ビーコン間隔内の最大離脱持続時間のタイミングの図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0026]添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が以下
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でより充分に説明される。しかしながら、教示本開示は、多くの異なる形態で具現化され
得るものであり、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定さ
れるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的で完全な
ものとなり、本開示の範囲を当業者に充分に伝えるように、与えられる。本明細書の教示
に基づいて、本開示の範囲は、本発明の任意の他の態様とは無関係に実装されるか、本発
明の任意の他の態様と組み合わされるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシス
テム、装置、および方法の任意の態様を包含するものであることを、当業者なら諒解され
たい。たとえば、本明細書に記載される任意の数の態様を使用して、装置が実装されてよ
く、または方法が実践されてよい。加えて、本発明の範囲は、本明細書に記載される本発
明の様々な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造および機能を
使用して実践されるような装置または方法を包含することが意図される。本明細書で開示
されるいずれの態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理
解されたい。
【００１６】
　[0027]特定の態様について本明細書で説明するが、これらの態様の多くの変形および置
換は本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点が述べられるが、
本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本開
示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロトコ
ルに広く適用可能なものであり、そのうちのいくつかが図面および好ましい態様の以下の
説明において例として示される。詳細な説明および図面は、限定的ではなく、本開示の例
示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびその均等物によって定義され
る。
【００１７】
　[0028]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含む場合がある。ＷＬＡＮは、広く使用されているネットワーキ
ングプロトコルを使用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され得る。
本明細書に記載される様々な態様は、ＷｉＦｉ（登録商標）、またはより一般的には、ワ
イヤレスプロトコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーの任意のメンバーなどの任意の通
信規格に適用され得る。たとえば、本明細書に記載される様々な態様は、サブ１ＧＨｚ帯
域の使用を含むＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルの一部として使用され得る。
【００１８】
　[0029]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域内のワイヤレス信号は、直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）、直接シーケンス拡散スペクトル（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭ通信と
ＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、８０２．１１ａｈプロトコルに従
って送信され得る。８０２．１１ａｈプロトコルの実装形態は、センサー、計測、および
スマートグリッドネットワークに使用され得る。有利なことに、８０２．１１ａｈプロト
コルを実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバ
イスよりも消費する電力が少ない場合があり、および／または、比較的長い距離、たとえ
ば約１キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送信するために使用され得る。
【００１９】
　[0030]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわち、
アクセスポイント（「ＡＰ」）とクライアント（局とも呼ばれ、一般には「ＳＴＡ」とし
て知られる）とがあり得る。一般に、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働
き、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュー
タ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡは、イ
ンターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的な接続性を取得するために
、ＷｉＦｉ（たとえば、８０２．１１ａｈなどのＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠
のワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰと
して使用される場合もある。
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【００２０】
　[0031]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、トランシーバ基地
局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、
無線トランシーバ、または何らかの他の用語を備え、それらのいずれかとして実装され、
またはそれらのいずれかとして知られ得る。アクセスポイントは、幹線基地局または中継
基地局であり得る。中継基地局は、ワイヤレス局と、幹線基地局または別の中継基地局で
ある別の基地局との間でデータを中継する。
【００２１】
　[0032]局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット、
移動局、リモートステーション、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユー
ザデバイス、ユーザ機器、または他の何らかの用語を備え、それらのいずれかとして実装
され、またはそれらのいずれかとして知られ得る。いくつかの実装形態では、アクセス端
末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、
ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス
接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの
他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数
の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コンピュータ（た
とえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピュ
ーティングデバイス（たとえば、携帯データ端末）、エンターテインメントデバイス（た
とえば、音楽デバイスもしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、ゲームデバイスも
しくはゲームシステム、全地球測位システムデバイス、または、ワイヤレス媒体を介して
通信するために構成された任意の他の適切なデバイスに組み込まれ得る。
【００２２】
　[0033]上記で説明されたように、本明細書に記載されるデバイスのいくつかは、たとえ
ば、８０２．１１ａｈ規格を実装することができる。そのようなデバイスは、ＳＴＡとし
て使用されるか、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわら
ず、スマート検針用に、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そ
のようなデバイスは、センサーへの適用例を提供するか、またはホームオートメーション
において使用され得る。デバイスは、代わりにまたは加えて、たとえば個人の健康管理の
ために健康管理の状況において使用され得る。それらはまた、（たとえばホットスポット
とともに使用するための）広範囲のインターネット接続を可能にするために、または機械
間通信を実装するために、監視に使用され得る。
【００２３】
　[0034]図１は、本開示の態様が使用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｈ規格
に従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通信するＡＰ１
０４を含み得る。
【００２４】
　[0035]ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間のワイヤレス通信システム１００における送信
のために、様々なプロセスおよび方法が使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／Ｏ
ＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。そ
うである場合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ
得る。あるいは、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送
信および受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡシ
ステムと呼ばれ得る。
【００２５】
　[0036]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を容易にする通信
リンクは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれ得、ＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複
数からＡＰ１０４への送信を容易にする通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１０と呼
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ばれ得る。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれ
得、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれ得る。
【００２６】
　[0037]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを提供し得る。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連付けられ、
通信にＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（ＢＳＳ）と呼
ばれる場合がある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有していない場
合があり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能する場合があ
ることに留意されたい。したがって、本明細書で説明されるＡＰ１０４の機能は、代替的
に、ＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数によって実施され得る。
【００２７】
　[0038]ＳＴＡ１０６は、タイプが限定されず、多種多様なＳＴＡを含み得る。たとえば
、図１に示すように、ＳＴＡ１０６は、いくつかの例を挙げれば、セルラーフォン１０６
ａ、テレビジョン１０６ｂ、ラップトップ１０６ｃ、およびいくつかのセンサー１０６ｄ
（たとえばワイヤレスプロトコルを使用して通信することが可能な気象センサーまたは他
のセンサー）を含み得る。
【００２８】
　[0039]図２は、ワイヤレス通信システム１００内で使用され得るワイヤレスデバイス２
０２において利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細
書で説明する様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの一例である。たとえば
、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４、またはＳＴＡ１０６のうちの１つを備え得
る。
【００２９】
　[0040]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４はまた、中央処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれ
得る。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得
るメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に提供する。メモリ２０６の一部
は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロセッサ２０４は通常
、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理演算と算術演算とを実行
する。メモリ２０６内の命令は、本明細書で説明される方法を実施するように実行可能で
あり得る。
【００３０】
　[0041]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを備え得るか、またはその構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎
用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウ
ェア有限状態機械、または情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他
の適切なエンティティの任意の組合せにより実装され得る。
【００３１】
　[0042]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をさらに含み得る
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語、または他の用語のいずれと呼称されるかにかかわらず、任意のタイ
プの命令を意味するものとして広範に解釈されるものとする。命令は、（たとえば、ソー
スコードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、ま
たは任意の他の適切なコードのフォーマットの）コードを含み得る。命令は、１つまたは
複数のプロセッサによって実行されたとき、処理システムに、本明細書で説明される様々
な機能を実施させる。
【００３２】
　[0043]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔地との間の



(12) JP 2016-535496 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

データの送信および受信を可能にするために、送信機２１０および受信機２１２を含み得
る。さらに、送信機２１０および受信機２１２は、ワイヤレスデバイス２０２と、たとえ
ばＡＰを含む遠隔地との間のセットアップおよび／または構成のパケットもしくはフレー
ムの送信および受信を可能にするように構成され得る。送信機２１０および受信機２１２
はトランシーバ２１４へと組み合わされ得る。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取
り付けられてよく、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。代替または追加として
、ワイヤレスデバイス２０２は、ハウジング２０８の一部として形成されたアンテナ２１
６を含み得るか、または内部アンテナであり得る。ワイヤレスデバイス２０２はまた、（
図示しない）複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数の
アンテナを含み得る。
【００３３】
　[0044]ワイヤレスデバイス２０２はまた、トランシーバ２１４によって受信された信号
のレベルを検出し定量化するために使用され得る、信号検出器２１８を含み得る。信号検
出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリアごとのエネルギー、電力スペ
クトル密度および他の信号などの信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス２０２はまた、
信号の処理に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０を含み得る。ＤＳ
Ｐ２２０は、送信するデータユニットを生成するように構成され得る。いくつかの態様で
は、このデータユニットは、物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を含み得る。いくつ
かの態様では、ＰＰＤＵはパケットまたはフレームと呼ばれる。
【００３４】
　[0045]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス２０２はユーザインターフェース２２
２をさらに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロホン、ス
ピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２は、
ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達するおよび／またはユーザからの入力を
受信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００３５】
　[0046]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素はハウジング２０８内に収容され得
る。さらに、ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によっ
て互いに結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバス、ならびに、デー
タバスに加えて、電力バスと、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含み得る。ワイ
ヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、互いに結合されるか
、または互いに入力を受け付け、または与え得ることを当業者は諒解されよう。
【００３６】
　[0047]いくつかの別個の構成要素が図２に示されるが、構成要素のうちの１つまたは複
数が組み合わされてよく、または共通に実装されてよいことを当業者は認識されよう。た
とえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明された機能を実装す
るためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記で説明さ
れた機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図２に示される構成要素の各々は、
複数の別個の要素を用いて実装され得る。
【００３７】
　[0048]上記で論じたように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４もしくはＳＴＡ
１０６を備え得、通信を送信および／または受信するために使用され得る。図３は、ワイ
ヤレス通信を送信するためにワイヤレスデバイス２０２において利用され得る送信機モジ
ュール３００を示す。図３に示された構成要素は、たとえば、ＯＦＤＭ通信を送信するた
めに使用され得る。
【００３８】
　[0049]送信機モジュール３００は、送信のためにビットを変調するように構成された変
調器３０２を備え得る。たとえば、送信機モジュール３００が図２のワイヤレスデバイス
２０２の構成要素として使用される場合、変調器３０２は、たとえばコンスタレーション
に従ってビットを複数のシンボルにマッピングすることによって、プロセッサ２０４また
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はユーザインターフェース２２２から受信されたビットから複数のシンボルを決定し得る
。それらのビットは、ユーザデータまたは制御情報に対応し得る。いくつかの態様では、
それらのビットはコードワードで受信される。一態様では、変調器３０２は、ＱＡＭ（直
交振幅変調）変調器、たとえば、１６ＱＡＭ変調器または６４ＱＡＭ変調器を備える。他
の態様では、変調器３０２は、二相位相変調（ＢＰＳＫ）変調器または四相位相変調（Ｑ
ＰＳＫ）変調器を備える。
【００３９】
　[0050]送信機モジュール３００は、変調器３０２からのシンボルまたはさもなければ変
調されたビットを時間領域に変換するように構成された変換モジュール３０４をさらに備
え得る。図３では、変換モジュール３０４は、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）モジュー
ルによって実装されるものとして示されている。いくつかの実装形態では、異なるサイズ
のデータのユニットを変換する複数の変換モジュール（図示せず）があり得る。
【００４０】
　[0051]図３では、変調器３０２および変換モジュール３０４は、ＤＳＰ３２０中に実装
されるものとして示されている。しかしながら、いくつかの態様では、変調器３０２と変
換モジュール３０４の一方または両方は、プロセッサ２０４など、ワイヤレスデバイス２
０２の他の構成要素内に実装され得る。
【００４１】
　[0052]概して、ＤＳＰ３２０は、送信のためのデータユニットを生成するように構成さ
れ得る。いくつかの態様では、変調器３０２および変換モジュール３０４は、制御情報を
含む複数のフィールドと複数のデータシンボルとを備えるデータユニットを生成するよう
に構成され得る。制御情報を含むそれらのフィールドは、たとえば、１つまたは複数のト
レーニングフィールドと、１つまたは複数の信号（ＳＩＧ）フィールドとを備え得る。ト
レーニングフィールドの各々は、ビットまたはシンボルの既知のシーケンスを含み得る。
ＳＩＧフィールドの各々は、データユニットに関する情報、たとえばデータユニットの長
さまたはデータレートの記述を含み得る。
【００４２】
　[0053]図３の説明に戻ると、送信機モジュール３００は、変換モジュールの出力をアナ
ログ信号に変換するように構成されたデジタルアナログ変換器３０６をさらに備え得る。
たとえば、変換モジュール３０６の時間領域出力は、デジタルアナログ変換器３０６によ
ってベースバンドＯＦＤＭ信号に変換され得る。いくつかの態様では、送信機モジュール
３００の一部は、図２からのワイヤレスデバイス２０２中に含まれ得る。たとえば、デジ
タルアナログ変換器３０６は、プロセッサ２０４、トランシーバ２１４、またはワイヤレ
スデバイス２０２の別の要素内に実装され得る。
【００４３】
　[0054]アナログ信号は、送信機３１０によってワイヤレス送信され得る。アナログ信号
は、送信機３１０によって送信される前に、たとえば、フィルタリングされることによっ
て、あるいは中間周波数または搬送周波数にアップコンバートされることによって、さら
に処理され得る。図３に示す態様では、送信機３１０は、送信増幅器３０８を含む。アナ
ログ信号は、送信される前に、送信増幅器３０８によって増幅され得る。いくつかの態様
では、増幅器３０８は、低雑音増幅器（ＬＮＡ）を備える。
【００４４】
　[0055]送信機３１０は、アナログ信号に基づいてワイヤレス信号に含めた１つまたは複
数のパケットまたはデータユニットを送信するように構成される。それらのデータユニッ
トは、プロセッサおよび／またはＤＳＰ３２０を使用して、たとえば上記で説明されたよ
うに変調器３０２と変換モジュール３０４とを使用して、生成され得る。上記で説明した
ように生成され、送信され得るデータユニットについて、以下でさらに詳細に説明する。
【００４５】
　[0056]図４Ａは、ワイヤレス通信を受信するためにワイヤレスデバイス２０２において
利用され得る受信モジュール４００を示す。図４Ａに示す構成要素は、たとえば、ＯＦＤ
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Ｍ通信を受信するために使用され得る。いくつかの態様では、図４Ａに示された構成要素
は、以下でさらに詳細に説明されるように、１つまたは複数のトレーニングフィールドを
含むデータユニットを受信するために使用される。たとえば、図４Ａに示す構成要素は、
図３に関連して上述した構成要素によって送信されたデータユニットを受信するために使
用され得る。
【００４６】
　[0057]受信機４１２は、ワイヤレス信号中の１つまたは複数のパケットまたはデータユ
ニットを受信するように構成される。以下で説明されるように受信され、復号され、また
はさもなければ処理され得るデータユニットについて、図５～図７に関してさらに詳細に
説明する。
【００４７】
　[0058]図４Ａに示す態様では、受信機４１２は、受信増幅器４０１を含む。受信増幅器
４０１は、受信機４１２が受信したワイヤレス信号を増幅するように構成され得る。いく
つかの態様では、受信機４１２は、自動利得制御（ＡＧＣ）手順を用いて受信増幅器４０
１の利得を調節するように構成される。いくつかの態様では、自動利得制御は、たとえば
受信したショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）などの１つまたは複数の受信したト
レーニングフィールド中の情報を使用して、利得を調節する。当業者なら、ＡＧＣを実行
する方法を理解しているであろう。いくつかの態様では、増幅器４０１は、ＬＮＡを備え
る。
【００４８】
　[0059]受信モジュール４００は、受信機４１２からの増幅されたワイヤレス信号をその
デジタル表現に変換するように構成されたアナログデジタル変換器４０２を備え得る。増
幅されることに加えて、ワイヤレス信号は、デジタルアナログ変換器４０２によって変換
される前に、たとえば、フィルタ処理されることによって、または中間周波数もしくはベ
ースバンド周波数にダウンコンバートされることによって、処理され得る。いくつかの態
様では、アナログデジタル変換器４０２は、図２のプロセッサ２０４、トランシーバ２１
４内に、またはワイヤレスデバイス２０２の別の要素内に実装され得る。
【００４９】
　[0060]受信モジュール４００は、ワイヤレス信号の表現を周波数スペクトルに変換する
ように構成された変換モジュール４０４をさらに備え得る。図４Ａでは、変換モジュール
４０４が高速フーリエ変換（ＦＦＴ）モジュールによって実装されるものとして示される
。いくつかの態様では、変換モジュールは、それが使用する各点についてシンボルを識別
し得る。
【００５０】
　[0061]受信モジュール４００は、データユニットがそれを介して受信されるチャネルの
推定値を形成することと、チャネル推定値に基づいてチャネルのいくつかの影響を除去す
ることとを行うように構成された、チャネル推定器および等化器４０５をさらに備え得る
。たとえば、チャネル推定器は、チャネルの関数を近似するように構成され得、チャネル
等化器は、その関数の逆を周波数スペクトルにおけるデータに適用するように構成され得
る。
【００５１】
　[0062]いくつかの態様では、チャネル推定器および等化器４０５は、たとえば、チャネ
ルを推定するために、ロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）など、１つまたは複数の
受信されたトレーニングフィールド中の情報を使用する。チャネル推定値は、データユニ
ットの始めにおいて受信された１つまたは複数のＬＴＦに基づいて形成され得る。このチ
ャネル推定値は、その後、１つまたは複数のＬＴＦに続くデータシンボルを等化するため
に使用され得る。一定の時間期間の後または一定数のデータシンボルの後、データユニッ
ト内で１つまたは複数の追加のＬＴＦが受信され得る。追加のＬＴＦを使用して、チャネ
ル推定値が更新され得るか、または新しい推定値が形成され得る。この新しいまたは更新
されたチャネル推定値は、追加のＬＴＦに続くデータシンボルを等化するために使用され
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得る。いくつかの態様では、新しいまたは更新されたチャネル推定値は、追加のＬＴＦに
先行するデータシンボルを再等化するために使用される。当業者はチャネル推定値を形成
するための方法を理解されよう。
【００５２】
　[0063]受信モジュール４００は、等化されたデータを復調するように構成された復調器
４０６をさらに備え得る。たとえば、復調器４０６は、たとえばコンスタレーションにお
けるシンボルへのビットのマッピングを逆転させることによって、変換モジュール４０４
とチャネル推定器および等化器４０５とによって出力されたシンボルから複数のビットを
決定し得る。いくつかの態様では、受信モジュール４００がワイヤレスデバイス２０２の
一部分として実装される場合、それらのビットは、プロセッサ２０４によって処理または
評価され得るか、あるいはユーザインターフェース２２２に情報を表示するかまたはさも
なければ出力するために使用され得る。このようにして、データおよび／または情報は、
復号され得る。いくつかの態様では、これらのビットは、コード語に対応する。一態様で
は、復調器４０６は、たとえば１６ＱＡＭ復調器または６４ＱＡＭ復調器などのＱＡＭ（
直交振幅変調）復調器を備える。他の態様では、復調器４０６は、二相位相変調（ＢＰＳ
Ｋ）復調器または四相位相変調（ＱＰＳＫ）復調器を備える。
【００５３】
ＡＰドーズ状態（Doze State）のシグナリング
　[0064]ワイヤレスプロトコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーに定められているワイ
ヤレス通信などのワイヤレス通信では、複数の局は、媒体アクセス制御のプロトコルを使
用して伝送媒体を共有する。共有媒体を介して整然とした方式で通信を確立および維持す
るために、ビーコンフレームが使用され得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルに定
められているアプリケーションなどのいくつかのアプリケーションでは、制限付きアクセ
スウィンドウ（ＲＡＷ；restricted access window）は、アクセスポイントがワイヤレス
局の選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間を定義するために
使用され得る。しかしながら、制限付きアクセスウィンドウはアクセスポイント用のスリ
ープ時間を提供しない。
【００５４】
　[0065]いくつかの態様では、電力を温存するためにアクセスポイントをスリープ状態に
入らせることが有益となり得る。たとえば、ＡＰ１０４が、バッテリーで稼働するモバイ
ルデバイスである場合、時折、ＡＰ１０４をスリープ状態に入らせることにより、電力消
費が低減し、バッテリー寿命が増加し得る。したがって、アクセスポイントでの省電力を
可能にするために、アクセスポイントが任意の他のデバイスからのパケットを無視するか
、考慮しないか、またはさもなければ受け付けない時間期間を定めるメッセージを有する
ことが有益となり得る。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、特定のデバイスからのパケ
ットまたは特定のタイプのパケットなど、特定のパケットのみを無視し得る。本明細書で
使用する「無視する（ignore）」という用語は、着信パケット、ＰＰＤＵ、または他のデ
ータメッセージに応答することまたはそれらを考慮することを能動的に拒否するのとは対
照的に、そのようなメッセージによって指定された「スリープ（sleep）」または省電力
時間の間、ＡＰ１０４の側にアクションがないことを表すために用いられる。
【００５５】
　[0066]いくつかの実装形態では、ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４がいかなるワイヤレス局か
らのパケットの受信も無視する（すなわち、ＡＰ１０４がスリープまたはドーズ状態に入
り得る）時間期間を識別するメッセージを生成し得る。ＡＰ１０４は次いで、ＡＰ１０４
に関連付けられたワイヤレス局、またはそれらの局のサブセットにこのメッセージを送り
得る。メッセージを受信すると、ワイヤレス局は、識別された時間期間中にＡＰ１０４に
パケットを送信することを控え得る。一実装形態では、メッセージは、ＡＰ１０４に関連
付けられたすべてのワイヤレス局に送られ得る。これらの実装形態は、とりわけＩＥＥＥ
８０２．１１および／または８０２．１１ａｈに関連付けられたプロセスおよび規格に適
用され得る。
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【００５６】
　[0067]図４Ｂは、本開示のいくつかの態様による、ＡＰ４５４とＳＴＡ４５８との間の
例示的な一連のメッセージおよび通信を示す。最初に、ＡＰ４５４とＳＴＡ４５８は互い
に通信し得る。ＳＴＡ４５８は、ＡＰ４５４と関連付けられ得、また、たとえばＡＰ４５
４にメッセージ４６０を送信し得る。
【００５７】
　[0068]ある時点で、ＡＰ４５４は、ＳＴＡ４５８からのものを含めてメッセージを無視
するスリープまたはドーズ状態に入ると決定し得る。たとえば、ＡＰ４５４は、時間４６
２までドーズ状態に入り得る。この時間は、たとえば、ＡＰ４５４が送信し得る次のビー
コンもしくは他のメッセージの時間、または別の時間期間の最後であり得る。したがって
、他のデバイスにこのドーズ状態を知らせるために、ＡＰ４５４は、ＡＰ４５４が時間４
６２までドーズ状態に入ることを示す指示４６５をＳＴＡ４５８に送信し得る。この指示
４６５は、すべてのデバイスにブロードキャストされ得るか、または複数のデバイスにマ
ルチキャストされ得るか、またはＳＴＡ４５８に特別に送信され得る。
【００５８】
　[0069]この指示を受信すると、ＳＴＡ４５８は、時間４６２より前にメッセージ４６６
で応答しても、このメッセージ４６６が受信されないことを認識し得る。したがって、Ｓ
ＴＡ４５８は、メッセージ４６６がＡＰ４５４によって受信されないので、メッセージ４
６６を送信しないように構成され得る。したがって、ＳＴＡ４５８は、指示４６５に基づ
いて、時間４６２までＡＰ４５４にメッセージを送信しないように構成され得る。時間４
６２が経過した後、ＳＴＡ４５８は、通常通りＡＰ４５４にメッセージ４７０を送信し得
る。したがって、指示４６５は、ＡＰ４５４がある時間期間にわたってスリープまたはド
ーズ状態に入ることを可能にするために使用され得る。
【００５９】
　[0070]いくつかの態様では、ＡＰ１０４がスリープ状態に入りつつあるというワイヤレ
ス局へのメッセージは、ＡＰ電力管理要素を備え得る。この要素は、ビーコンまたはショ
ートビーコンフレーム（サブ１ＧＨｚ（Ｓ１Ｇ）ビーコンフレームとして知られ得る）内
など、いくつかの異なるフレーム内に含められ得る。そのような態様では、ビーコン間隔
は、ビーコン間の間隔を指し得る。ビーコンフレームはビーコンフレームまたはショート
ビーコンフレーム（Ｓ１Ｇビーコンフレームなど）のいずれかを含み得、ビーコン間隔は
ビーコン間隔またはショートビーコン（Ｓ１Ｇビーコン）間隔のいずれかを含み得る。図
５は、ＡＰがスリープすることを示すために、アクセスポイントに関連付けられたワイヤ
レス局に送信され得る例示的なＡＰ電力管理要素５００である。たとえば、ＡＰ電力管理
５００要素は、要素ＩＤ５０５と、ＡＰがスリープする時間の長さ５１０と、ＡＰが入っ
ている電力管理モードを示すＡＰ電力管理モード５１５とを含み得る。要素５００のこれ
ら３つの部分の各々は、それぞれ１バイト（オクテット）であり得る。したがって、ＡＰ
電力管理要素５００は、３つの１バイト部分またはフィールドからなり得るため、長さに
おいて３バイトとなり得る。いくつかの態様では、要素ＩＤ５０５は、ワイヤレスデバイ
スの番号を識別するグループＩＤなどのグループＩＤを指示し得る。これらのワイヤレス
デバイスは、その送信をＡＰ１０４が無視するデバイスであってもよく、またはスリープ
モードを適用されないデバイスであってもよい。すなわち、ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に
関連付けられたワイヤレス局のサブセットのみがＡＰ１０４とコンタクトし得るスリープ
状態に入り得る。要素ＩＤ５０５は、少なくとも部分的に、ワイヤレスデバイスのこのサ
ブセットを識別するために使用され得る。このＡＰ電力管理要素５００は、ＡＰ１０４に
よって１つまたは複数のＳＴＡ１０６に送信され得、（再）アソシエーションの間に要素
を介してＳＴＡに指示された期間など、しばらくの時間期間にわたってスリープすること
をＳＴＡ１０６に指示し得る。
【００６０】
　[0071]しかしながら、このアプローチに伴う１つの不利な点は、そのようなＡＰ電力管
理要素５００が、３バイトをＡＰ１０４によって送信することを必要とし得ることである
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。いくつかの態様では、この３バイトのＡＰ電力管理要素５００は、頻繁に送信されるこ
とが必要となり得る。たとえば、いくつかの態様では、ＡＰ１０４は頻繁にスリープ状態
に入り得る。したがって、３バイトのＡＰ電力管理要素５００をそのたびに送らなければ
ならないことにより、大量のネットワークオーバーヘッドが生じ得る。したがって、いく
つかの態様では、ＡＰ１０４に、スリープ状態に入らせるが、そのようなスリープ状態に
入る際に相当により小さいメッセージを送信させることが望まれ得る。たとえば、３バイ
トのＡＰ電力管理要素５００を使用するのではなく、ビーコンフレーム、Ｓ１Ｇビーコン
フレーム、または別のフレーム内の１ビットデータフィールドが、スリープ情報を送信す
るために使用され得る。このことは、ＡＰ１０４にスリープに入らせるために、ネットワ
ーク上で送信されなければならないデータの量を制限することによって、ネットワークオ
ーバーヘッドを相当に低減し得る。
【００６１】
　[0072]いくつかの態様では、フレームのうちの、ＡＰスリープ状態情報を他のデバイス
に伝達するために使用される部分は、予約済みデータフィールド、または特定のタイプの
フレームに関する予約済みの値を有するデータフィールドであり得る。たとえば、特定の
フレームは予約済みデータフィールドを含み得る。これらのデータフィールドは、将来の
機能をフレームに加えるために使用され得るように予約され得るものであり、情報を伝達
するためには使用され得ない。したがって、特定の予約済みデータフィールドが、ＡＰ１
０４スリープ情報を送信するために使用され得る。たとえば、以前に予約されていたデー
タフィールドは、ＡＰ電力管理情報を送信することを再び目的とされ得る。フレームはま
た、特定の状況で予約された値を持つデータフィールドを含み得る。たとえば、特定のフ
レームは、そのフレームがＡＰ１０４などの特定のデバイスによって送られるときに、予
約済み値（ただしここではその値は他の状況で予約されていない）を有し得るデータフィ
ールドを含み得る。現在はいかなる情報を伝達するためにも使用され得ないこれらのデー
タフィールドは、スリープ状態に入るＡＰ１０４に関する情報を伝達するために使用され
得る。いくつかの態様では、パケットのフレーム制御フィールドに含められた指示を使用
してＡＰ１０４がスリープ状態に入りつつあることを示すことが有益となり得る。たとえ
ば、パケットのフレーム制御フィールドにこの指示を含めることは、ＡＰ電力管理要素５
００によって必要とされ得るように、付加的な３バイトの情報を送ることを必要としない
場合があるために有益となり得る。代わりに、ＡＰ１０４がスリープ状態に入りつつある
という情報は、パケットのフレーム制御フィールド内の予約済みデータフィールドまたは
現在は未使用のデータフィールドに含められ得る。
【００６２】
　[0073]図６は、管理フレームのフレーム制御フィールド６００の図である。このフレー
ム制御フィールド６００は、フレーム制御フィールド６００がＡＰ１０４によって送信さ
れるときに予約済み値を有し得る１つまたは複数のデータフィールドを含む多数のデータ
フィールドを含み得る。たとえば、そのようなフレーム制御フィールド６００は、１つま
たは複数のＩＥＥＥ８０２．１１規格において提供され得る。フレーム制御フィールド６
００は、２ビットのプロトコルバージョンフィールド６０５と、２ビットのタイプフィー
ルド６１０と、４ビットのサブタイプフィールド６１５と、１ビットのＴｏ　ＤＳフィー
ルド６２０と、１ビットのｆｒｏｍ　ＤＳフィールド６２５と、１ビットのｍｏｒｅ　ｆ
ｒａｇｍｅｎｔｓフィールド６３０と、１ビットの再試行フィールド６３５と、１ビット
の電力管理フィールド６４０と、１ビットのｍｏｒｅ　ｄａｔａフィールド６４５と、１
ビットの保護フレームフィールド６５０と、１ビットの順序フィールド６５５とを含む。
いくつかの態様では、これらの様々なデータフィールドのビット長は、これらの値とは異
なり得る。このフレーム制御フィールド６００のフォーマットは、１つまたは複数のＩＥ
ＥＥ８０２．１１規格で提供され得る。一般に、ＡＰによって送られる管理フレームでは
、電力管理フィールドは慣習により０に設定される。予約済み値を持つそのようなデータ
フィールドは、ＡＰスリープ状態に関する情報を送信するために使用され得る。したがっ
て、いくつかの態様では、ＡＰがスリープ状態に入るか否かに関する情報を伝達するため
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に、この１ビットのデータフィールドを使用することが有益となり得る。たとえば、ＡＰ
がスリープ状態に入ろうとしている場合、ＡＰによって送られる管理フレームまたは拡張
フレームのフレーム制御フィールド６００の電力管理フィールドは１に設定され得る。拡
張フレームは、Ｓ１Ｇビーコンなどのビーコンであり得る。これにより、ＡＰがある時間
期間にわたってスリープ状態に入ることをＡＰがＳＴＡにシグナリングすることが可能と
なり得る。この信号は、現存の１ビットのデータフィールド内に含められるため、ＡＰが
スリープ状態に入りつつあることをシグナリングするために付加的なデータは必要とされ
得ない。いくつかの態様では、ＡＰがスリープ状態に入りつつあるかどうかに関する情報
、ならびに、どれだけの期間この状態が続き得るか、および、もしあれば、どのデバイス
がこの状態の間にＡＰにコンタクトすることができるかに関する情報を送信するために、
他の予約済みフィールドまたはさもなければ未使用フィールドが使用されてもよい。
【００６３】
　[0074]同様に、予約済みフィールドはまた、ＡＰ１０４がスリープ状態に入るかどうか
に関する情報を伝達するためにも使用され得る。図７は、ＡＰ１０４がスリープ状態に入
るかどうかをシグナリングするように修正され得るＳ１Ｇビーコンフレームのフレーム制
御フィールド７００を示す。このフレーム制御フィールド７００は、２ビットのプロトコ
ルバージョンフィールド７０５と、２ビットのタイプフィールド７１０と、４ビットのサ
ブタイプフィールド７１５と、１ビットの次のＴＢＴＴ存在フィールド（next TBTT pres
ent field）２０と、１ビットの圧縮ＳＳＩＤ存在フィールド（compressed SSID present
 field）７２５と、１ビットのインターワーキング存在フィールド（interworking prese
nt field）７３０と、３ビットの基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅（ＢＷ）フィール
ド７３５と、１ビットのセキュリティフィールド７４０と、１ビットの予約済みフィール
ド７４５とを含む。いくつかの態様では、これらの様々なフィールドのビット長は、これ
らの値とは異なり得る。このフレーム制御フィールド７００は、１つまたは複数のＩＥＥ
Ｅ８０２．１１規格に従って働くワイヤレスデバイスによって使用され得る。いくつかの
態様では、現在はフレーム制御フィールド７００において使用され得ない１ビットの予約
済みフィールド７４５は、ＡＰがスリープ状態に入るかどうかに関する情報を送信するた
めに使用され得る。たとえば、予約済みフィールド７４５は、ＡＰ１０４が少なくともあ
る時間期間にわたってスリープ状態に入ることをシグナリングするために、１に設定され
得る。いくつかの態様では、予約済みフィールド７４５は、それによって１ビットの電力
管理フィールドとして使用され得る。たとえば、このフィールドは、将来のビーコンフレ
ームの時間までにＡＰ１０４がスリープモードに移行し得るかどうかを示し得る。特定の
態様では、予約済みフィールドは、アクセスポイント電力管理（ＡＰ　ＰＭ）フィールド
としてリネームされ得る。
【００６４】
　[0075]ＡＰ１０４がスリープに移行するという指示を含んだフレーム制御フィールド７
００は、ＡＰ１０４によって送られるいくつかのタイプのフレームに含められてもよい。
たとえば、図８は、ＡＰがスリープ状態に入るかどうかをシグナリングするように修正さ
れ得るリソース割振りフレーム８００を示す。リソース割振りフレーム８００は、２オク
テットのフレーム制御（ＦＣ）フィールド８０５と、６オクテットの基本サービスセット
（ＢＳＳ）ＩＤフィールド８１０と、３オクテットのリソース割振りウィンドウ（ＲＡＷ
）グループフィールド８１５と、２オクテットのＲＡＷ期間フィールド８２０と、１オク
テットのグループインジケータフィールド８２５と、それぞれ３または４オクテットのス
ロット割当て１のフィールド８３０からスロット割当てＮのフィールド８３５までのいく
つかのスロット割当てフィールドと、最後の４オクテットのＦＣＳフィールド８４０とを
含む。このフレームでは、ＦＣフィールド８０５は、ＡＰがリソース割振りフレーム８０
０に指示された時間期間にわたってスリープに移行することを、このフレームを受信する
ＳＴＡに指示し得る。たとえば、前述のように、ＳＴＡへのこの指示は、ＦＣフィールド
８０５内の１ビットのデータフィールドに基づき得る。いくつかの態様では、ＡＰがスリ
ープに移行する時間は、リソース割振りフレーム８００によって推定され得る。たとえば
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、ＡＰは、ＲＡＷ期間フィールド８２０内に指示された時間期間にわたってスリープし得
る。いくつかの態様では、ＡＰは、１つまたは複数のスロット割当てフィールド内に指示
された時間期間にわたってスリープし得る。たとえば、ワイヤレスネットワークは、ＦＣ
フィールド８０５内の電力管理ビットが１に設定されているとき、１からＮ－１のスロッ
ト割当てフィールドの各々にわたってＡＰがスリープするように構成され得る。したがっ
て、そのような構成により、ＡＰがスリープするとき、そのような情報を指示するための
付加的な３バイトのフレームをＳＴＡに送る必要なく、すでに存在するフレームに含めら
れたフィールドに基づいて、ＡＰはネットワークにてＳＴＡに指示することが可能となり
得る。
【００６５】
　[0076]いくつかの態様では、シグナリングの上記の概念は、ＡＰの電力管理要素５００
とともに使用され得る。たとえば、最終的にＡＰ　ＰＭフィールドに改名される１ビット
の電力管理フィールド６４０または予約済みフィールド７４５に基づいたシグナリングは
、ＳＴＡのＡＰ電力管理要素５００の存在を受信することを示し得る。いくつかの態様で
は、ＡＰ電力管理要素５００は、いくつかの異なることをＳＴＡ１０６にシグナリングす
るために使用され得る。たとえば、ＡＰ電力管理要素５００は、電力節約モードの時間期
間を含み得る。いくつかの態様では、電力節約モードの時間期間を指示する要素は、プロ
ーブ応答および（再）アソシエーション応答フレームに付加的に含まれ得る最大離脱持続
時間（ＭＡＤ：max away duration）要素である。
【００６６】
　[0077]いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、Ｓ１Ｇビーコンフレームのフレーム制御フ
ィールド内のＡＰ　ＰＭフィールドを１に設定することによって、ビーコンに続く（ショ
ート）ビーコン間隔など、特定の時間間隔にわたってスリープし得ることを示す。ＡＰが
スリープに移行し得る時間間隔は、関連付けられたＳＴＡ１０６に最も最近に送信された
要素（たとえばＭＡＤ要素）に指示されている持続時間を超え得ない。これにより、ＳＴ
Ａ１０６は、ＡＰ１０４がアソシエーションの間にスリープしようと計画する時間量を知
ることが可能となり、そのため、この持続時間が許容可能でない場合、これらのＳＴＡ１
０６は、サービス要件の品質のため、アソシエートしないことを決定し得る。しかしなが
ら、ＡＰ１０４がビーコン間隔の間にスリープしようと計画する時間間隔を、ＡＰ１０４
が、この間隔をシグナリングするためにＲＰＳ要素を含むこと（たとえばＡＰ　ＰＭ用の
オムニＲＡＷを含むこと）によって、明示的にシグナリングしない限り、ＳＴＡ１０６は
、いつＡＰ１０４がビーコン間隔の間にスリープに移行し得るかを知り得ない。これは、
ＡＰ１０４がアウェイクしたときの応答を最終的に得るために、ＳＴＡ１０６がビーコン
間隔の間にＡＰ１０４に継続的にポーリングする（poll）ことを必要とし得る。ＳＴＡ１
０６が余分なポーリングメッセージを生成することを必要とするので、この行動は潜在的
に、ネットワーク内で生成されるポーリングの数を増加させ、ネットワーク効率を低下さ
せ、ＳＴＡ１０６の電力消費を増大させ得る。
【００６７】
　[0078]したがって、（ショート）ビーコン間隔に先行するビーコンフレームにおいてＡ
Ｐ　ＰＭ　ＲＡＷをシグナリングしないＡＰ１０４は、（ショート）ビーコン間隔のうち
のあらかじめ定められた部分においてアウェイクすることを、関連付けられたＳＴＡ１０
６に保証すべきである。いくつかの態様では、（ショート）ビーコン間隔のうちの、この
あらかじめ定められた部分は、ＡＰ　ＰＭモードをシグナリングするフレーム（たとえば
Ｓ１Ｇビーコン）の送信の直後に続き得る。いくつかの他の態様では、ＡＰ　ＰＭモード
（スリープ）にないことをＡＰが保証する、（ショート）ビーコン間隔のうちのあらかじ
め定められた部分の開始時間を識別するために、任意の他の確定関数が使用され得る。い
くつかの態様では、時間のうちの、このあらかじめ定められた部分は、（ショート）ビー
コン間隔の持続時間から、ＡＰがその関連付けられたＳＴＡにシグナリングした最大離脱
持続時間の値を引いたもの以上でなければならない。このようにして、ＳＴＡは、ＡＰ　
ＰＭをＳ１Ｇビーコンフレームにおいて１に設定したＡＰが、どちらの量もＳＴＡによっ
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て知られている（ショート）ビーコン間隔および最大離脱持続時間から導出された持続時
間にわたって、そのフレームの直後にアウェイクしなければならないことを知る。
【００６８】
　[0079]いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、いくつかのＳＴＡ１０６に対してはスリー
プし得るが、他のＳＴＡ１０６に対してはアウェイクし得る。このことは、ＡＰ電力管理
要素５００において指示され得る。たとえば、ＡＰ電力管理要素５００はまた、要素ＩＤ
フィールド５０５などのグループＩＤを含み得る。このグループＩＤは、ワイヤレスネッ
トワーク内のワイヤレスデバイスのクラスを識別するなど、１つまたは複数のワイヤレス
デバイスを詳細に識別し得る。これらの識別されたデバイスは、スリープ状態の間でもＡ
Ｐ１０４がパケットを受信することができるデバイスに対応し得る。代替的に、これらの
識別されたデバイスはまた、スリープ状態の間にＡＰ１０４に送信することができないデ
バイスのグループＩＤに対応し得る。たとえば、ＡＰ電力管理要素５００の要素ＩＤ５０
５フィールドは、指定された持続時間にわたってＡＰ１０４をスリープモードにあると見
なし得る受信側のＳＴＡ１０６のサブセットを指示するために使用され得る。たとえば、
そのような要素は、リレーデバイスに対するさらなる省電力の選択的指示を含み得る。
【００６９】
　[0080]一般に、ＡＰ１０４に照らし合わせて上記で説明した概念は、単にＡＰ１０４だ
けでなく、任意のデバイスによって使用され得る。たとえば、これらの概念は、ビーコン
、Ｓ１Ｇビーコン、アクションフレーム、およびリソース割振りフレームを含む管理フレ
ームを生成し得る任意のデバイスによって使用され得る。たとえば、アクションフレーム
は、ビーコンで情報を送ることが可能でない状況などにおいて、他の局に情報要素を送る
ことを意図されたフレームであり得る。
【００７０】
　[0081]図９は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法９００のフローチャートである
。この方法９００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４など、ワイヤ
レス通信のための装置によって実施され得る。ブロック９０５において、この方法は、ア
クセスポイントがある時間間隔にわたって１つまたは複数のワイヤレス局からのパケット
の受信を無視するという指示を含んだフレーム制御フィールドを含んだメッセージを生成
することを含む。たとえば、このフィールドは、図６の電力管理フィールド６４０、図７
の予約済みフィールド７４５、または任意のタイプのメッセージ内の予約済みのもしくは
さもなければ未使用の値を持つ別のフィールドであり得る。一態様では、このメッセージ
は、ワイヤレスデバイスがメッセージを無視する時間期間をさらに指示し得るか、または
この時間期間は他の情報に基づいて推定され得るか、またはこの時間期間は、次のアクセ
スウィンドウまたはビーコンなどまでに、あらかじめ定められ得る。一態様では、このメ
ッセージは、送信デバイスのスリープモードに関するさらなる情報を含んだ別の要素の存
在をシグナリングする。たとえば、このメッセージは、図５の要素５００などの要素の存
在をシグナリングし得る。このメッセージを生成するための手段は、プロセッサを含み得
る。ブロック９１０において、この方法は、ワイヤレスデバイスに関連付けられた１つま
たは複数のワイヤレス局にメッセージを送信することを含む。いくつかの態様では、この
メッセージは、ワイヤレスデバイスがワイヤレスデバイスに関連付けられたワイヤレス局
のサブセットからのパケットの受信を無視し得ることを指示し得る。このサブセットはあ
らかじめ定められてもよく、または、メッセージの他の部分に基づいて、もしくはワイヤ
レスネットワークにおいて送信された他のメッセージの他の部分に基づいて決定されても
よい。このメッセージを生成するための手段は、送信機を含み得る。
【００７１】
　[0082]図１０は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法１０００のフローチャートで
ある。方法１０００は、ＳＴＡ１０６などの、ワイヤレス通信のための装置によって実施
され得る。
【００７２】
　[0083]ブロック１００５において、ＳＴＡ１０６は、アクセスポイントがワイヤレスデ
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バイスからのパケットの受信を無視する最大持続時間を含んだメッセージを受信する。た
とえば、これらのメッセージは、プローブ応答および（再）アソシエーション応答フレー
ム内に含まれ得る最大離脱持続時間（ＭＡＤ）要素内に含められ得る。この最大離脱持続
時間は、ＡＰがスリープし得る最大の時間期間を指示し得る。いくつかの態様では、ＳＴ
Ａ１０６は、アソシエーションにてこれらのメッセージを受信してもよく、または他の時
間にこれらのメッセージを受信してもよい。いくつかの態様では、受信するための手段は
受信機を含み得る。
【００７３】
　[0084]ブロック１０１０において、ＳＴＡ１０６は、アクセスポイントからメッセージ
を受信し、そのメッセージは、アクセスポイントが特定のビーコン間隔のうちの少なくと
も一部分の間、ワイヤレスデバイスからのパケットの受信を無視するという指示を含んだ
フレーム制御フィールドを含むものである。たとえば、この指示は、上記で説明したよう
なＡＰ　ＰＭフィールドなど、１ビットのデータフィールドであり得る。この１ビットの
データフィールドは、ＡＰがビーコン間隔のうちの少なくとも一部分にわたってスリープ
モードに入る予定であることを指示し得る。たとえば、このメッセージはビーコンまたは
ショートビーコン（Ｓ１Ｇビーコン）であり得、またこの指示は、ＡＰが次のビーコン（
Ｓ１Ｇビーコンまたは他のビーコン）まで間隔のうちの少なくとも一部分にわたって、さ
らにスリープに入る予定であることを指示し得る。いくつかの態様では、受信するための
手段は受信機を含み得る。
【００７４】
　[0085]ブロック１０１５において、ＳＴＡ１０６は、少なくとも最大持続時間と指示と
に基づいて、ビーコン間隔のうちの、アクセスポイントがパケットの受信を無視する部分
を決定する。たとえば、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４が、ビーコン間隔の間の最大離脱持
続時間を越えない時間にわたって、パケットの受信を無視することを決定し得る。この持
続時間がビーコン間隔よりも長い場合、ＡＰ１０４はその間隔全体にわたってパケットの
受信を無視し得る。この持続時間がビーコン間隔よりも短い場合、ＡＰ１０４は、ビーコ
ン間隔の一部分の間のみ、パケットの受信を無視し得、ビーコン間隔の他の部分ではパケ
ットを受信し得る。たとえば、ＡＰ１０４は、ビーコン間隔のうちの最後の部分の間にス
リープするように構成され得、またビーコン間隔のうちの最初の部分の間にパケットを受
信するように構成され得る。したがって、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４がビーコン間隔の
うちの最後の部分の間にスリープし得ることを知っているため、ＳＴＡ１０６は、ビーコ
ン間隔のうちの最初の部分の間にＡＰ１０４にパケットを送信し得る。いくつかの態様で
は、ビーコン間隔のうちの最初の部分は、（ショート）ビーコン間隔の持続時間から最大
離脱持続時間の値を引いたもの以上の持続時間を有する。いくつかの態様では、決定する
ための手段はプロセッサを含み得る。
【００７５】
　[0086]ブロック１０２０において、ＳＴＡ１０６は、ビーコン間隔のうちの少なくとも
一部分の間、アクセスポイントへの送信を延期する。たとえば、ＳＴＡ１０６は、ビーコ
ン間隔の間にＡＰ１０４に送信することを希望し得る。しかしながら、メッセージ内の指
示により、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４がビーコン間隔のうちの一部分の間、スリープす
ることを認識し得る。たとえば、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４がビーコン間隔のうちのす
べての間またはビーコン間隔のうちの特定の部分（最後の部分など）の間、スリープし得
ることを知り得る。したがって、ＳＴＡ１０６は、これらの時間の間、ＡＰ１０４に送信
することを選ばなくてもよく、その代わりに、ＡＰ１０４がアウェイクし得る後の時間へ
これらの変換を延期してもよい。いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ビーコン間隔の
うちの、ＡＰ１０４がアウェイクすることをＳＴＡ１０６が知っている別の部分の間、Ａ
Ｐ１０４に送信し得る。たとえば、ＳＴＡ１０６が、ビーコン間隔のうちの最初の部分の
間にＡＰ１０４がアウェイクすることを知っている場合、ＳＴＡ１０６は、ビーコン間隔
のうちの最初の部分の間にＡＰ１０４に送信し得る。いくつかの態様では、ビーコン間隔
のうちの最初の部分は、（ショート）ビーコン間隔の値から最大離脱持続時間の値を引い
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た持続時間以上の持続時間を有する。いくつかの態様では、延期するための手段はプロセ
ッサを含み得る。
【００７６】
　[0087]図１１は、ビーコン間隔における最大離脱持続時間のタイミングの図１１００で
ある。この図１１００では、ビーコンフレーム１１１０がアクセスポイントによって送信
される。このビーコンフレーム１１１０は、Ｓ１Ｇビーコンフレームなどのショートビー
コンフレームであり得る。このビーコンフレーム１１１０は、ビーコンフレーム１１１０
に続き、次のビーコンフレーム１１２０に先行するビーコン間隔１１３０の一部分にわた
って、アクセスポイントがスリープする（すなわち、他のワイヤレスデバイスからのパケ
ットの受信を無視する）という指示を含み得る。いくつかの態様では、Ｓ１Ｇビーコンフ
レームなどのショートビーコンフレームが送信される場合、ビーコン間隔１１３０は２つ
のビーコンフレーム間ではなく２つのショートビーコンフレーム間の時間となり得るため
、代わりにショートビーコン間隔と呼ばれ得る。
【００７７】
　[0088]ビーコンフレーム１１１０における指示はいくつかの形態を取り得る。たとえば
、指示の一形態は最大離脱持続時間１１５０であり得る。この持続時間は、時間の単位も
しくはビーコン間隔１１３０の比率として、または別の形態でビーコンフレーム１１１０
に含まれ得る。たとえば、ビーコン間隔が５秒間である場合、最大離脱持続時間１１５０
は３秒間となり得る。この最大離脱持続時間は、アクセスポイントがビーコン間隔１１３
０の間にスリープする最大の時間量を指示し得る。図示したように、最大離脱持続時間１
１５０はビーコン間隔１１３０のうちの最後の部分で生じ得る。すなわち、アクセスポイ
ントは、ビーコン間隔１１３０のうちの、ビーコンフレーム１１１０の直後に続く部分の
間、アウェイクし得（他のデバイスからパケットを受信することが可能）、次いで、ビー
コン間隔のうちの最後の部分の間、スリープし得る。
【００７８】
　[0089]ビーコン間隔１１３０の長さおよび最大離脱持続時間１１５０の長さに基づいて
、デバイスは最小アウェイク持続時間１１４０を推定し得る。これは、アクセスポイント
がアウェイクする（パケットを受信することができる）、ビーコン間隔１１３０の間の最
小の時間量であり得る。たとえば、アクセスポイントは、５秒間の間隔のうちの最大３秒
間にわたってアクセスポイントがスリープし得ることを指示し得る。したがって、デバイ
スは、アクセスポイントが最小２秒間にわたってアウェイクすることを推定し得る。図１
１に示すように、最小アウェイク持続時間１１４０は、ビーコンフレーム１１１０の直後
に続き得る。したがって、アクセスポイントに送信することを希望するデバイスは、この
最小アウェイク持続時間１１４０の間にアクセスポイントへの送信を試行するように構成
され得、最大離脱持続時間１１５０の間は送信を試行しないことができる。いくつかの態
様では、アウェイク持続時間は、同様にビーコン間隔１１３０内の他の時間に生じ得る。
たとえば、最小アウェイク持続時間１１４０はビーコン間隔１１３０の最後に生じ得る。
ビーコン間隔１１３０の最後に、アクセスポイントは別のビーコンフレーム１１２０を送
信し得る。このビーコン１１２０の後に、別のビーコン間隔が存在し得、そのビーコン間
隔の間に、アクセスポイントは再び、ビーコンフレーム１１２０内の指示に基づいて、そ
の間隔の一部、すべてにわたってスリープしてもよく、または間隔のいずれにおいてもス
リープしなくてもよい。
【００７９】
　[0090]上記の実装形態のうちのいくつかでは、アクセスポイントからのメッセージは、
８０２．１１ａｈプロトコルに定められたものなどの、制限付きアクセスウィンドウと、
アクセスポイントがワイヤレス局の選択されたグループ用に確保されたものとして宣言す
る時間期間とを指定する。代替として、メッセージは、その間に媒体へのアクセスがすべ
てのワイヤレス局に許可されるアクセスウィンドウを指定する場合がある。言い換えれば
、アクセスポイントは、アクセスウィンドウの間すべてのワイヤレス局からのパケットを
受け入れる。
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【００８０】
　[0091]本明細書で使用される「決定すること」という用語は、様々な動作を包含する。
たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること、導出する
こと、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベースまたは別のデー
タ構造で探索すること）、確認することなどを含み得る。また、「決定すること」は、受
信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（たとえば、メモリ中
のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決定」は、解決、選択、選定、
確立などを含み得る。さらに、本明細書で使用される「チャネル幅」は、特定の態様では
帯域幅を包含し得、または帯域幅とも呼ばれ得る。
【００８１】
　[0092]本明細書で使用する項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単一
のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、または
ｃのうちの少なくとも１つ」は、ａと、ｂと、ｃと、ａ－ｂと、ａ－ｃと、ｂ－ｃと、ａ
－ｂ－ｃとを包含するものとする。
【００８２】
　[0093]上記で説明した方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフト
ウェア構成要素、回路、ならびに／あるいはモジュールなど、それらの動作を実行するこ
とが可能な任意の好適な手段によって実行され得る。一般に、図に示す任意の動作は、そ
れらの動作を実行することが可能な対応する機能的手段によって実行され得る。
【００８３】
　[0094]本開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回路
は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラ
マブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェ
ア構成要素、または本明細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せによって実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそ
のような構成として実装され得る。
【００８４】
　[0095]１つまたは複数の態様では、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはその任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場
合、それらの機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体
上に記憶され、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コン
ピュータによってアクセスされて得る任意の入手可能な媒体であり得る。限定ではなく例
として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標
）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは
他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコードを搬送もしくは記憶するために使用されコンピュータによってアクセスされ得る
、任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続も適切にコンピュータ可読媒体と称され
る。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技
術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およ
びマイクロ波などのワイヤレス技術が、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディ
スク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）と、レー
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ザーディスク（登録商標）（disc）と、光ディスク（disc）と、デジタル多用途ディスク
（disc）（ＤＶＤ）と、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）と、Ｂｌｕ－ｒａｙ（
登録商標）ディスク（disc）とを含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再
生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつ
かの態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば有形
媒体）を備え得る。加えて、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コン
ピュータ可読媒体（たとえば信号）を備え得る。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体
の範囲の中に含まれるべきである。
【００８５】
　[0096]本明細書に開示された方法は、説明した方法を実現するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく、互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまた
はアクションの特定の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／またはアク
ションの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく、変更され得
る。
【００８６】
　[0097]説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれら
の任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアに実装される場合、機能は、１つまたは複
数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスできる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよう
なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の
光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、
または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送もしくは記憶す
るために使用されコンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え得る。
本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（
disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディ
スク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙディスク（
disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）
は、データをレーザーで光学的に再生する。
【００８７】
　[0098]したがって、いくつかの態様は、本明細書に提示された動作を実行するためのコ
ンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製
品は、本明細書で説明した動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実
行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備え
得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージング材料を含み
得る。
【００８８】
　[0099]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を通じて送信され得る。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（
ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウ
ェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光
ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術が、媒体の定義に含まれる。
【００８９】
　[00100]さらに、本明細書で説明する方法および技法を実行するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードされ得るおよび／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。た
とえば、そのようなデバイスは、本明細書で説明する方法を実行するための手段の伝達を
容易にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明する様々な方法は、
ユーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは提供すると様
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々な方法を取得することができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパ
クトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）を介して提供
され得る。さらに、本明細書で説明する方法および技法をデバイスに提供するための任意
の他の好適な技法が利用され得る。
【００９０】
　[00101]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記で説明した方法および装置の配置、動作、および詳細において、
特許請求の範囲から逸脱することなく、様々な修正、変更、および変形が行われる場合が
ある。
【００９１】
　[00102]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。

【図１】 【図２】
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